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7月 5日～7月 9日に秋田県秋田市で「厚生労働大臣杯第 67回全日本実業団バドミ

ントン選手権大会」が開催されました。男子は出場総数 160 チームでの戦いとなり、

宇部興産バドミントン部は昨年返り咲いたベスト８を死守し、更なる上のベスト４を

目指して挑みました。シード権を確保している為、決勝トーナメントから出場し、ト

ーナメント 1回戦目は警視庁（東京都）と対戦。第 1 複米元・青見組、第 2 複松尾・

河村組、第 1 単佐野で危なげなく勝利し、3-0 で１回戦を突破しました。2 回戦目の

相手はトヨタ自動車（愛知県）でチャレンジリーグ（3部相当）上位チームです。第

1複米元・青見組は順当に勝利し、第 2複松尾・河村組はファイナルで辛勝。第 1単

の古城はマッチポイントを握りながらの逆転負けをし、第 2単の佐野も流れを変えら

れず敗戦。最後の試合までもつれるも、第 3単の松尾が見事に逆転勝利で制し 2回戦

を 3-2で 4時間半の接戦をものにしました。続く 3回戦目は、ベスト８入りの大事な

試合で、AC 長野ﾊﾟﾙｾｲﾛ（長野県）と対戦しました。相手は昨年のチャレンジリーグ

を制した勢いのあるチームです。第 1複米元・青見組は対戦相手の外国人選手の球に

翻弄されるも、粘り強くポイントを重ね 2-1で勝利しましたが、続く第 2 複の松尾・

河村組がファイナルの 20-22で奪われ、さらに第１単佐野も敗れたものの、続く第 2

単の古城が 2 回戦の汚名返上とばかりに気合いで勝利をつかみ最終シングルスに望

みを繋げました。第 3単の松尾はこの日５試合目、対する相手は２試合目。粘り強く

ラリーをするも、疲労が色濃く、第一ゲームを接戦で落とし第二ゲームも終盤まで大

量リードを許す厳しい展開でした。相手ベンチは勝利を確信した雰囲気の中、松尾は

最後まで諦めずゲーム終盤で猛チャージ。19-19に追いついた場面で対戦相手が足を

痙攣するアクシデントが発生。一時中断を挟んだ再開後も松尾の勢いは衰えず、劇的

な大逆転で 3 時間半の激戦を制し、見事 3-2 で勝利しベスト８入りをつかみました。

最後まであきらめずチ－ム一丸となって掴んだ貴重な勝利となりました。 

    翌日はＳ／Ｊリーグの金沢学院クラブと対戦し、善戦ながらも惜しくも敗れました

が見事５位入賞を果たし、最大の目標である２部リーグ優勝へ弾みをつけました。 

   来年、第 68回大会は 7月 4日～8日地元山口の周南市・下松市で開催されます。 
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